
本市の各年代層の投票率の比較（平成31年と令和５年）
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●選挙啓発４コマ漫画について
大阪芸術大学短期大学部の林 日出夫准教授の指導の
もと、同学部の広瀬和

わ

奏
かな

さんが描いてくれました。
●４コマ漫画作者コメント
今回、4コマ漫画を描くにあたり、私自身の体験を
元に描きました。初めて選挙に行った時に感じた緊
張感と大人の一員になる覚悟を描きました。このマ
ンガが選挙に行く一つのキッカケになってほしいな
と思います。
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っ
…
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投票は自らの意思表示特集
特 集

投票は自らの意思表示

昨
年
４
月
に
執
行
さ
れ
た
大

阪
府
知
事
選
挙
・
大
阪
府
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
率
は
、
大
阪

府
知
事
選
挙
が
46
・
98
％
、
大

阪
府
議
会
議
員
選
挙
が
47
・
74

％
で
し
た
。

一
方
、
本
市
の
投
票
率
は
大

阪
府
知
事
選
挙
が
51
・
63
％
、大

阪
府
議
会
議
員
選
挙
が
51
・
36

％
と
な
り
、
と
も
に
50
％
を
超

え
、
府
内
全
体
の
投
票
率
を
大

阪
府
知
事
選
挙
で
は
４
・
65
ポ

イ
ン
ト
、
大
阪
府
議
会
議
員
選

挙
で
は
３
・
62
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
（
大
阪

府
知
事
選
挙
に
お
け
る
本
市
の

投
票
率
は
、
大
阪
府
内
の
全
市

の
中
で
３
番
目
）。

本
市
の
投
票
率
は
従
前
よ
り

若
年
層
の
投
票
率
が
相
対
的
に

低
く
、
２
０
１
６
年
６
月
に
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
７
年
が
経
ち
ま
す
が
、
未

だ
若
年
層
ほ
ど
投
票
率
が
低
い

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
大
阪
府
知

事
選
挙
で
は
前
回
（
Ｈ
31
）
投

票
率
が
低
い
若
年
層
を
含
め
、

多
く
の
年
齢
層
で
前
回
投
票
率

昨
年
４
月
に
大
阪
府
知
事
選
挙
と

大
阪
府
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
回
は
府
議
会
議
員
選
挙
が
無
投
票
の
た
め

府
知
事
選
挙
の
み
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
体
の
投
票
率
や
年
代
別
投
票
率
に

変
化
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

選
挙
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

本
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
け
る
各
年
代
別
の
投

票
率
結
果
（
抽
出
調
査
：
大
阪
府

知
事
選
挙
・
右
表
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
最
も
大
き
く
変
化
が
あ
っ

た
の
が
40
歳
代
で
す
。
40
歳
代
の

前
回
投
票
率
は
33
・
56
％
で
し
た

が
、今
回
の
投
票
率
は
そ
れ
を
12
・

32
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
る
45
・
88
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
年
齢
層
に
目
を
向
け
る
と
、

18
歳
・
19
歳
は
前
回
の
投
票
率
を

７
・
27
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
32
・
08

％
で
し
た
。
20
歳
代
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
し
た
が
、
30
歳
代
は
前
回
投

票
率
を
６
・
61
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

39
・
10
％
と
な
り
、
同
様
に
、
50

歳
代
は
６
・
20
ポ
イ
ン
ト
増
の

50
・
47
％
、
60
歳
代
は
６
・
46

ポ
イ
ン
ト
増
の
67
・
34
％
、
70

歳
代
は
70
・
05
％
と
微
減
す
る

も
、
依
然
高
い
投
票
率
で
あ
る

と
と
も
に
、
本
市
に
お
い
て
最

も
高
い
投
票
率
の
年
齢
層
と
な

っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
80
歳
代

は
７・
72
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
52
・

30
％
と
な
り
、
幅
広
い
年
齢
層

で
投
票
率
が
上
が
っ
て
お
り
、

市
全
体
と
し
て
は
前
回
の
投
票

率
を
上
回
り
ま
し
た
。

有
権
者
の
選
挙
に
対
す
る
意

識
と
国
の
施
策
、
そ
し
て
若
い

世
代
の
投
票
率
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
注
目
さ
れ
る
点
で
す
。

投
票
率
の
現
状
は

若
年
層
を
含
め

投
票
率
が
上
昇

選挙権、
使ってる？



投票立会人を募集

　市では、多くの若者に選挙への関わりを
持ってもらえるよう、投票立会人を募集し
ています。投票所には、投票管理者１人と
投票立会人２人が配置されます。投票立会
人は、有権者の代表として投票事務全般に
立ち合う重要な役割を果たします。
①投票所の開閉の立ち合い
②最初に投票箱が空であることを確認する
立ち合い
③投票箱の閉鎖の立ち合い

④投票録への署名
⑤投票終了後の開票所への投票箱の送致
資格　市の選挙人名簿に登録されている18
歳～29歳の人
※指定された投票所と日時に必ず参会し、知
り得た秘密を一切他に漏らさないこと▷高
校生も応募可。
申込　申込書（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項を記入し下記へ
�選挙管理委員会事務局

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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投票は自らの意思表示特集

─
投
票
立
会
人
に
応
募
し
た
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
私
が
政
治
に
興
味
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
親
か
ら
、
投
票
立

会
人
の
募
集
記
事
が
載
っ
た
広
報

紙
を
渡
さ
れ
、「
こ
う
い
う
の
募
集

し
て
い
る
よ
」
と
教
え
て
も
ら
い

応
募
し
ま
し
た
。

─
選
挙
に
興
味
を
持
っ
た
理
由
は

あ
り
ま
す
か
？

　
難
波
に
出
か
け
た
時
の
こ
と
な

の
で
す
が
、
そ
こ
で
た
ま
た
ま
街

頭
演
説
を
目
に
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
確
か
参
議
院
通
常
選
挙

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
演
説
を
し

て
い
た
候
補
者
の
名
前
は
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
当
時
中
学
生

だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
そ
の
光
景

は
ま
る
で
有
名
人
を
見
て
い
る
気

分
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

─
実
際
に
投
票
立
会
人
を
や
っ
て

み
た
率
直
な
感
想
や
イ
メ
ー
ジ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
率
直
な
感
想
と
し
て
は
、
ず
っ

と
座
っ
て
い
る
の
で
少
し
疲
れ
ま

し
た
。
席
に
座
っ
て
不
正
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
が
投
票
立
会
人
の
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、そ

こ
は
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
で
し
た
。

─
周
り
に
投
票
立
会
人
を
し
た
人

は
い
ま
す
か
？

　
投
票
立
会
人
は
い
な
い
で
す
が
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
選
挙
事
務
に
従
事

し
た
友
人
は
い
ま
す
。
有
権
者
の

入
場
整
理
券
を
バ
ー
コ
ー
ド
で
読

み
取
っ
た
り
、
案
内
を
行
っ
た
り

し
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
自
分
も

や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

─
投
票
し
ま
し
た
か
？

　
は
い
。
当
日
投
票
を
し
ま
し
た
。

投
票
日
前
に
投
票
が
で
き
る
期
日

前
投
票
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
初
の
選

挙
は
投
票
方
法
の
原
則
で
あ
る
当

日
投
票
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
番
最
初
に
投
票
所
に

行
っ
て
空
虚
確
認
（
投
票
箱
の
中

が
空
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
）

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
寝
過
ご
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

─
実
際
に
投
票
し
た
感
想
は
？
緊

張
し
ま
し
た
か
？

　
緊
張
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
む

し
ろ
、
投
票
に
行
っ
た
こ
と
へ
の

「
う
れ
し
さ
」
の
方
が
大
き
か
っ
た

で
す
。

─
ど
の
よ
う
に
し
て
立
候
補
者
の

情
報
を
集
め
、投
票
し
ま
し
た
か
？

　
立
候
補
者
の
施
策
を
知
る
情
報

源
と
し
て
、新
聞
だ
け
で
な
く「
選

挙
公
報
」
や
「
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
」

な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
立
候
補
者
や
主
要
政
党
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
見
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
立
候
補
者
個

人
よ
り
も
政
党
を
重
視
し
ま
し
た
。

　
個
人
の
施
策
や
主
張
は
政
党
の

方
針
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
、
そ

の
元
で
あ
る
政
党
の
内
容
に
重
き

を
置
い
て
い
る
と
い
う
の
が
理

由
で
す
。
ま
た
、
政
党
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
方
が
見
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

─
若
者
に
「
選
挙
」
は
“
身
近

で
大
切
な
も
の
”
と
し
て
投
票

に
行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
必
要

だ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
私
た
ち
が
投
票
し
た
政
治
家

や
政
党
が
今
以
上
に
若
者
向
け

の
施
策
を
打
ち
出
し
、
有
権
者

に
何
か
を
変
え
る
姿
や
変
え
た

姿
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
の
人
の
中

に
は
「
自
分
の
一
票
だ
け
で
は

何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
思
う
人

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
思
う
人
が
全
員
も
っ
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
思
考
に
な
れ
ば
投
票
率

も
上
が
る
と
思
い
ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
を
担
う
若
者
が
投
票
を

棄
権
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
不

利
益
に
つ
な
が
る
の
で
、
も
っ

と
政
治
に
関
心
を
も
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

─
垣
添
さ
ん
は
今
後
も
投
票
に

行
き
ま
す
か
？

　
も
ち
ろ
ん
今
後
も
投
票
に
は

行
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

投
票
の
棄
権
は

「
こ
れ
か
ら
の
世
代
」の
不
利
益
に

大
阪
府
知
事
・
府
議
選
挙
投
票
立
会
人   

垣か
き

添ぞ
え

さ
ん

！

1人で投票所に
行くのが難しい…

投票所へ行く際のヘルパ
ーによる介助など、介護
保険サービスがあります。
詳細は、担当ケアマネー
ジャーにご相談ください。

選挙 Q A＆
入場整理券を紛失…
もう投票はできない？Q

A
寝たきりの人や病院、施設に
入院・入所中の人はどうすればいいですか？

不在者投票制度をご利用ください

Q投票日は予定があり
投票所に行けませんQ Q

期日前投票・投票日当日に
関わらず、入場整理券が無
くても選挙人名簿に登録さ
れていれば、本人確認のう
え投票することができます
ので、投票所で係員に申し
出てください。

A
次の２か所で期日前投票を行っています。
●市役所
期間　公示（告示）日の翌日から投票日前日まで
（土・日・祝日を含む）
時間　午前８時30分～午後８時
●三日市市民ホール（フォレスト三日市3階）
期間　投票日前の６日間
時間　午前９時～午後８時

A
寝たきりの人は「身体障害者手帳」、「戦傷病者手帳」ま
たは「介護保険被保険者証」を持っていて、一定の障が
いや要介護５に該当されていれば、郵便などによる不在
者投票制度を使って投票できます。
入院・入所中の人は、その病院や施設が不在者投票指定
施設であれば、不在者投票制度を使って投票できます。病
院や施設にお問い合わせください。

A介護保険サービスを利用できる
場合があります

期日前投票制度をご利用ください投票できます
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●
消
防
本
部
の
位
置

藤
井
寺
市
青
山
3
丁
目
６
１
３
番

地
の
8
（
広
域
化
前
の
柏
原
羽
曳

野
藤
井
寺
消
防
組
合
消
防
本
部
）

●
名
称

組
合
名
称　
大
阪
南
消
防
組
合

消
防
本
部
名　
大
阪
南
消
防
局

●
組
織

　
消
防
局（
消
防
本
部
）の
組
織
は
、

広
域
化
前
の
3
消
防
本
部
で
行
っ

て
い
る
本
部
部
門
を
消
防
局
に
集

約
し
、
総
務
、
警
防
、
予
防
お
よ

び
指
令
の
4
部
門
を
基
本
と
し
た

組
織
体
制
と
な
り
ま
す
。

　
消
防
署
の
組
織
は
、
3
署
２
分

署
９
出
張
所
と
な
り
、
各
署
に
庶

務
お
よ
び
予
防
事
務
な
ど
を
所
管

す
る
消
防
課
を
置
き
ま
す
。

※
河
内
長
野
市
消
防
署
は
「
大
阪

南
消
防
組
合
河
内
長
野
消
防
署
」

に
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
出
張
所
は
「
千
代
田

出
張
所
」、
南
出
張
所
は
「
南
花
台

出
張
所
」
に
変
わ
り
ま
す
。

※一般財団法人消防防災科学センター計算結果
より。

より早く現場へ到着可能に

消防広域化Ｑ＆Ａ

Ｑ.消防署がなくなるの？
Ａ.名前が変わるだけで、河内長野消防署、千代田
出張所、南花台出張所はそのまま残ります。
Ｑ.119番通報はどうなるの？
Ａ.指令センターの場所は変わりますが、今までど
おり火災、救急などの緊急時は119番通報してくだ
さい。

Ｑ.各種相談や届出はどうなるの？
Ａ.消防に関する相談、各種届出は今までどおり河
内長野消防署で受付します。
Q.消防団はどうなるの？
Ａ.消防団は存続しますが、消防団事務を担当する
部署が市役所に移ります。消防団への加入などの相
談は市役所の危機管理課で受付します。

消 防 広 域 化 で な に が 変 わ る ？  

　
消
防
本
部
が
統
合
さ
れ
広
い

地
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
た
め
、消

火
隊
や
救
急
隊
が
増
え
火
災
発

生
時
の
出
場
車
両
が
増
加
し
、

大
規
模
災
害
や
多
数
傷
病
者
事

故
な
ど
へ
の
対
応
力
が
強
化
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
火
災
の
初
期

段
階
か
ら
必
要
な
規
模
の
出
場

を
早
く
行
え
る
な
ど
、
統
一
的

な
指
揮
の
も
と
で
効
率
的
な
部
隊

運
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
務
が
効
率
化
・
集

約
化
さ
れ
る
こ
と
で
資
機
材
等
の

重
複
投
資
を
避
け
る
な
ど
経
費
の

抑
制
が
で
き
、
財
政
規
模
の
拡
大

に
よ
り
、
特
殊
車
両
や
高
度
な
施

設
な
ど
を
計
画
的
、
効
果
的
に
整

備
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
各
消
防
本
部
の
旧
管
轄
区
域
を
越
え
て
出
場

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
の
地

域
に
お
い
て
現
場
到
着
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
重
複
し
た
場
合
に
も
、
最
も
近

隣
の
消
防
署
か
ら
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令 和 6 年 4月1日から
「大阪南消防組合」

運用開始
　４月1日から、河内長野市、富田林市、柏原市、羽曳野市、
藤井寺市、太子町、河南町、千早赤阪村で構成する消防組織であ
る「大阪南消防組合」の運用が開始され消防広域化がスタート
します。管轄人口約48万人、管轄面積約290平方キロメートル
の管轄区域における、大規模自然災害の発生や救急需要の増加、
少子高齢化・人口減少社会の急速な進展など、様々な消防課題
に対処し、将来の地域住民の安全・安心の確保に努めます。
�消防総務課（☎53-0066▷３月末まで）

❶
本
部
機
構
お
よ
び
名
称

❸
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

❷
体
制
強
化
と
財
政
効
率
化

通報

災害現場

災害現場

応援要請

広域消防本部

通報

A消防本部 B消防本部
現
状

消
防
広
域
化
し
た
場
合

近隣へ応援要請を行うが出場の出遅れや指揮系統が複雑になる

初期段階から必要な規模で出場し効率的な部隊運用が可能に

河内長野市消防本部管内では

最大3.1分の時間短縮

富田林消防署

河内長野消防署

大阪南消防局
柏羽藤消防署
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みんなに愛される
インスタントラーメンを開発したい！
　中学生の時に、授業でインスタントラーメンについて研究発表
をした際、食品会社の製造における工夫や苦労を知ったことが
きっかけとなり、いつかは開発者にと決意しました。安価で世界
中の誰もがどこでも気軽においしく食べられる食品開発に魅力
を感じています。大のラーメン好きなので、気になるラーメンが
あればすぐ試し、味の感想などをSNSで友人と共有しています。
大学では無機化学や有機化学、生物学などを勉強していて、今
後は微生物が食品に及ぼす影響について研究したいと考えていま
す。また、中学から続けているテニスを今でも大学のサークル仲
間や、時には家族と一緒に楽しんでいます。
　これまで様々なことに挑戦させてくれて、育ててくれた両親に
は本当に感謝しています。20歳という年齢を区切りに、もっと
自立した大人になれるように頑張りたいです。

はたちのつどい晴れやかに
1 月８日、市民総合体育館で開催されたはたちのつど
いに、晴れ着に身を包んだ約 700人が参加しました。
式典では市長からのお祝いメッセージや、はたち代表
による将来の夢や決意表明もあり、新たな門出をみん
なで祝いました。

の

子どもの心に寄りそう先生を目指して
　年の離れた弟の面倒を見て子どもと関わるのが好きになった
こと、吹奏楽部の部長として約80人の部員を一つにまとめる経
験をしたこと、進路選択に悩んでいた自分に親身になって相談に
乗ってくれた担任の先生の影響で小学校教諭の道を目指し始めま
した。現在は大学の教育学部で小学校教諭の免許と合わせて幼
稚園教諭と特別支援学校教諭の免許取得のために大学の講義や
課題に追われる毎日です。今年から始まる教員採用試験に向けて
の勉強もしながら、放課後等デイサービスでのアルバイトや自然
学校のボランティアで子どもと関わる時間を大切にしながら子ど
もとの接し方を勉強しています。子どもたちと一緒に笑い・考え・
学び続けたい。そして、親身になって話を聞き・心に寄りそう、そ
んな教員になりたいと考えています。
　夢に向かって走り続ける私を応援してくれる両親には感謝して
います。これからも目標に向かって頑張ります。

はたちのつどい代表を務めた
2人に、現在学んでいることや、
将来の夢などをインタビュー
しました。

はたち代表 水
みずかみ

上さん はたち代表 木
き む ら

村さん

式典前には市長とのおしゃべり集会も開催
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税

金

個
人
市
民
税
・
府
民
税
均
等
割
額

の
内
容
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
な

ど
に
基
づ
い
た
臨
時
的
な
加
算

（
年
額
１
０
０
０
円
）
が
終
了
し
、

新
た
に
森
林
環
境
税
（
国
税
）
が

あ
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、大
阪
府
森
林
環
境
税（
府

民
税
均
等
割
３
０
０

円
の
加
算
）
は
期
間
が

令
和
９
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

問
税
務
課

●
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

国
が
徴
収
し
た
森
林
環
境
税
は
、

都
道
府
県
・
市
町
村
へ
譲
与
さ
れ

ま
す
。
そ
の
使
途
は
、
森
林
の
整

備
や
人
材
育
成
、担
い
手
確
保
、普

及
啓
発
な
ど
に
充
て
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
森
林

経
営
管
理
法
に
基
づ
く
意
向
調
査

等
業
務
や
森
林
Ｅ
Ｓ
Ｄ
業
務
な
ど

に
活
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
で
は
、
森
林
経
営
管
理
権
集
積

計
画
案
の
作
成
な
ど
、
市
内
小
学

校
11
校
で
森
林
Ｅ
Ｓ
Ｄ
授
業
や
授

業
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

問
農
林
課

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
は

す
ば
る
ホ
ー
ル
へ

●
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

期
間

令
和
５
年
分
の
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

＝
２
月
16
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈮
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消

費
税
＝
２
月
16
日
㈮
〜
４
月
１
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
▽
２

月
25
日
㈰
は
開
設
）

と
こ
ろ

す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田

林
市
）

※
期
間
中
、
税
務
署
に
は
申
告
会

場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
ば
る
ホ

ー
ル
で
は
納
付
手
続
や
納
税
証
明

書
の
発
行
、
相
続
税
の
相
談
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

配
当
所
得
等
に
係
る
課
税
方
式
が

変
わ
り
ま
す

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に

つ
い
て
、
現
行
制
度
で
は
所
得
税

と
市
・
府
民
税
に
お
い
て
異
な
る

課
税
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
（
令
和

５
年
分
所
得
）
の
市
・
府
民
税
か

ら
は
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、
所
得
税
と
市
・
府
民

税
の
課
税
方
式
は
一
致
す
る
こ
と

と
な
り
、
所
得
税
で
申
告
不
要
を

選
択
し
た
場
合
は
市
・
府
民
税
で

も
申
告
不
要
、
所
得
税
で
総
合
課

税
（
ま
た
は
分
離
課
税
）
で
確
定

申
告
を
行
っ
た
場
合
は
、
市
・
府

民
税
に
お
い
て
も
総
合
課
税
（
ま

た
は
分
離
課
税
）
で
申
告
し
た
こ

と
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

市
税
の
納
付
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

税
金
の
種
類
、
振
替
日
、
申
込

期
限
な
ど
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

●
市
内
の
金
融
機
関
で
の
申
込

持
ち
物

預
金（
貯
金
）通
帳
、届

出
印
、
納
税
通
知
書

※
市
外
の
金
融
機
関
の
場
合
は
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
一
部
店
舗
で
は
手
続
き
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
各

金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
税
務
課
で
の
申
込

持
ち
物
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド（
暗

証
番
号
の
入
力
が
必
要
）、
本
人
確

認
の
で
き
る
も
の
、
納
税
通
知
書

※
税
務
課
で
は
、
法
人
口
座
、
徳

島
大
正
銀
行
、
成
協
信
用
組
合
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
口
座
の

種
類
に
よ
っ
て
は
手
続
き
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

令
和
５
年
度
の
市
税

令
和
５
年
度
の
市
税
は
、ほ
と
ん

ど
の
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。納

期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

課
税
対
象
者
へ
督
促
状
を
発
送
し

て
い
ま
す
。督
促
状
の
納
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
時
は
、原
則
と

し
て
課
税
対
象
者
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
る
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

市
で
は
、
納
期
内
に
納
税
し
た

人
と
の
公
平
・
公
正
を
期
す
た
め
、

滞
納
者
に
対
し
て
厳
正
な
滞
納
処

分
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
処
分
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
速
や

か
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
急
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

税目 令和5年度
まで

令和６年度
以降

個人住民税
均等割

市民税 3,500 円 3,000 円

府民税 1,800 円 1,300 円

森林環境税（国税） ー 1,000 円

合計（年額） 5,300 円 5,300 円

税金の種類 期別 令和６年度
振替日 申込期限

固定資産税・
都市計画税
（償却資産を含む）

全期 5月 31日 2月末日

１期 5月 31日 2月末日

２期 7月 31日 6月末日

３期 9月 30日 8月末日

４期 1月 6日 11月末日

市・府民税
（普通徴収分）

全期 7月 1日 3月末日

１期 7月 1日 3月末日

２期 9月 2日 7月末日

３期 10月 31日 9月末日

４期 1月 31日 12月末日

軽自動車税 １期 5月 31日 3月末日

※軽自動車税は、口座振替を申し込むと所有されている原動機付自転車
や軽自動車などすべてが口座振替になります。

●混雑を避けて
　開設期間当初や午前中は混雑しますので、
時間に余裕をもってご来場ください。申告書
は郵送でも受け付けています。郵送での申請
にご協力ください。
とき　２月 16日㈮～３月 15日㈮午前９時～
午後５時▷土・日・祝日を除く
ところ　市役所
※３月 18日㈪以降は税務課で受け付けます。
●申告が必要な人
　市・府民税の申告が必要な人は、令和６年
１月１日現在、市内に住所があり令和５年１
月１日～ 12月 31日に次のいずれかに該当す
る人または市内に事務所や事業所などを開設
している人です。
対象　◎営業、農業などの事業を営んでいる
人
◎家賃・地代などの不動産所得がある人
◎大工や左官、アルバイト、内職などの所得
がある人
◎給与所得者で①勤務先から給与支払報告書
が提出されていない人、②給与所得以外の所
得がある人、③２か所以上から給与の支払い

を受けている人、④退職した人
◎公的年金等の受給者で所得控除を受ける人
※収入のない人も、非課税証明書の発行や、
国民健康保険・介護保険の各保険料の決定に
必要な場合があります。
※所得税の確定申告をした人や、勤務先から
市に給与支払報告書が提出されている人は、
申告の必要はありません。
●申告に必要なもの
必要書類　◎前年の所得額がわかるもの（源泉
徴収票・賃金支払明細書・収支内訳に関する
書類など）、◎前年中に支払った社会保険料（国
民年金保険料・介護保険料を含む）がわかる
もの、◎生命保険料・地震保険料や寄附金の
領収書・支払証明書など、◎前年の申告書控え、
◎申告書用紙、◎配偶者の所得がわかるもの
など、◎マイナンバーカードもしくはマイナ
ンバー通知カードと本人確認書類
●申告書は２月に郵送
　前年に市・府民税の申告をした人などに、
２月上旬に申告書を郵送します。必要な人で
届かない場合はご連絡ください。
問税務課

市・府民税の申告は
２月 16日～３月 15日に市役所へ

暮
ら
し

戸
籍
証
明
書
な
ど
の

広
域
交
付
が
開
始

３
月
1
日
か
ら
、
本
籍
地
が
遠

方
で
も
、
お
住
ま
い
や
勤
務
先
の

最
寄
り
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
戸

籍
証
明
書
・
除
籍
証
明
書
を
請
求

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課

民
間
賃
貸
住
宅
の
原
状
回
復

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に

民
間
賃
貸
住
宅
の
退
去
時
、
損

耗
な
ど
の
補
修
や
修
繕
の
費
用
を

貸
主
、
借
主
の
ど
ち
ら
が
負
担
す

る
の
か
と
い
っ
た
原
状
回
復
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
大
阪
府
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
・
解

決
に
役
立
つ
情
報
や
相
談
窓
口
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
府
居
住
企
画
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
７
０
７
）

森林ESD授業の様子

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

障
が
い
者

税
金

暮
ら
し

就
労

募
集

健
康

事
業
所
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安
全
安
心

３
月
１
日
〜
７
日
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
火
を
消
し
て

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
の
で
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
２
月
は
ス
ト
ー
ブ
火
災
が
多
発

誤
っ
た
取
り
扱
い
や
不
注
意
に

よ
る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

●
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
注
意
点

◎
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
。

◎
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

◎
灯
油
以
外
の
燃
料
を
給
油
し
な

い
。

◎
閉
め
切
っ
た
室
内
で
長
時
間
使

用
し
な
い
。

問
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

災
害
時
や
緊
急
事
態
時
に
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急

情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え

る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防
災
行

政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き

２
月
９
日
㈮
午
前
11
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

救
命
講
習
会

消
防
署
本
署
で
救
命
講
習
を
開

催
し
ま
す
。
大
切
な
人
を
救
え
る

よ
う
基
本
的
な
心
肺
蘇
生
法
の
知

識
・
技
術
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き

２
月
18
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ

消
防
署
本
署

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込

２
月
１
日
〜
17
日
に
電
話

で
左
記
へ

問
消
防
署
本
署（

☎
53
・
５
６
８
１
）

大
阪
防
災
ア
プ
リ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

府
域
や
市
内
の
気
象
注
意
報
や

警
報
、
地
震
・
津
波
・
台
風
、
熱

中
症
や
線
状
降
水
帯
、
自
治
体
か

ら
の
避
難
情
報
な
ど
、
多
様
な
防

災
情
報
に
対
応
。
日
常
の
雨
雲
の

状
況
や
も
し
も
の
時
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
へ
の
経
路
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
利
用
し
て
、
大
阪
府
内
ど
こ
で

も
、現
在
地
の
防
災
情

報
な
ど
を
プ
ッ
シ
ュ
通

知
で
受
け
取
れ
ま
す
。

問
大
阪
府
災
害
対
策
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
６
１
８
３
）

10
月
分
の
医
療
費
通
知
は
２
月
初

旬
に
送
付
予
定
）。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

昨
年
１
〜
９
月
分
の
医
療
費
通

知
を
今
年
１
月
末
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

※
10
〜
12
月
分
は
領
収
書
を
資
料

と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
収
入
が
少
な
く
て
も
申
告
を

収
入
が
な
い
、
ま
た
は
非
課
税

収
入
し
か
な
い
人
で
も
、
市
民
税

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

●合算制度の自己負担限度額(令和４年８月～令和５年７月)

所得区分 国民健康保険 後期高齢者
医療制度70歳未満 70～ 74歳

 上位所得者・現役並み所得者 212万円・141万円 212万円・141万円・67万円
一般 67万円・60万円 56万円

非課税
世帯

低所得Ⅱ
34万円

31万円
低所得Ⅰ 19 万円

※１ 所得金額により限度額が異なります。
※2 介護保険受給者が複数いる世帯は、限度額が異なります。

※2

※１

※1

が
な
い
と
、
保
険
料
が
正
し
く
計

算
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
医
療
課

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
の

お
得
な
制
度

「
前
納
」
や
「
早
割
」
で
納
付
す

る
と
、
納
付
書
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
納
付
す
る
よ
り
保
険
料
の

割
引
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
２
年
前
納
、

１
年
前
納
、
６
か
月
前
納
（
上
期

４
月
〜
９
月
分
）
を
希
望
す
る
場

合
は
、
２
月
29
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
に
年
金
事
務
所
ま
た
は
口
座
振

替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
早
割
は
、
毎
月
の
保
険

料
を
当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
こ

と
で
、
毎
月
50
円
割
引
き
さ
れ
ま

す
（
随
時
申
込
可
）。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
前

納
も
利
用
で
き
ま
す
▽
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
に
必
要
な
も
の

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
納
付
書
な
ど
）、
金

融
機
関
の
通
帳
と
お
届
け
印

問
天
王
寺
年
金
事
務
所

（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
国
民

健
康
保
険

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

に
自
己
負
担
額
が
あ
る
世
帯
で
１

年
間（
毎
年
８
月
〜
翌
年
７
月
末
）

に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
金
の
合
計
額
が
下

表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

場
合
に
、
申
請
に
基
づ
き
超
過
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者
に
は
通
知
書
を
送
付

２
月
中
旬
〜
３
月
上
旬
に
申
請

手
続
き
の
方
法
を
記
載
し
た
通
知

書
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

●
対
象
外
と
な
る
場
合

・
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
い
ず

れ
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円

・
支
給
額
（
超
過
額
）
が
５
０
０

円
以
下

●
期
間
内
に
医
療
保
険
が
変
更
に

な
っ
た
人
な
ど
は

他
の
医
療
保
険
・
介
護
保
険
に

加
入
し
た
期
間
の
あ
る
人
が
申
請

す
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
の
医
療

ま
た
は
介
護
保
険
者
か
ら
の
「
自

己
負
担
額
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

●
高
額
療
養
費（
外
来
年
間
合
算
）

の
支
給
申
請
を

対
象
者
に
先
に
送
付
し
て
い
る

高
額
療
養
費
（
外
来
年
間
合
算
）

支
給
申
請
書
に
つ
い
て
申
請
が
な

保
険
・
年
金

確
定
申
告
な
ど
の

医
療
費
通
知
の
取
り
扱
い

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
送
付
し

て
い
る
医
療
費
通
知
は
、
令
和
５

年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
な
ど
の

資
料
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険

昨
年
１
〜
10
月
分
の
医
療
費
通

知
を
５
回
に
分
け
て
送
付
し
て
い

ま
す
（
６
月
か
ら
の
各
偶
数
月
）。

※
11
・
12
月
分
は
領
収
書
を
資
料

と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
（
９
・

い
場
合
、
高
額
介
護
合
算
療
養
費

の
支
給
処
理
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
先
に
申
請
を
行
う
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

ま
た
は
保
険
医
療
課

消
防
・
救
急
行
政
の
広
域
化

日
本
全
国
で
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
事
務

作
業
の
効
率
性
が
求
め
ら
れ

る
中
、
隣
接
す
る
市
町
村
で

連
携
し
て
取
り
組
む
広
域
行

政
が
増
え
て
い
ま
す
。
河
内

長
野
市
の
場
合
、
ま
ち
づ
く

り
や
福
祉
に
関
す
る
事
務
の

一
部
を
共
同
処
理
す
る
た

め
、
富
田
林
市
、
大
阪
狭
山

市
、
太
子
町
、
河
南
町
、
千

早
赤
阪
村
の
３
市
２
町
１
村

で
、
南
河
内
広
域
事
務
室
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
処
理
に
関
し
て
は
、
３
市

２
町
１
村
で
一
部
事
務
組
合

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
、
消
防

団
事
務
を
除
く
消
防
事
務
を

共
同
処
理
す
る
た
め
、
大
阪

狭
山
市
を
除
く
２
市
２
町
１

村
に
、
柏
原
市
、
羽
曳
野
市
、

藤
井
寺
市
を
加
え
た
５
市
２

町
１
村
で
大
阪
南
消
防
組
合

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
消
防
の
広
域
化
の

検
討
を
始
め
て
か
ら
５
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ

の
間
、
財
政
面
や
体
制
な
ど

の
46
項
目
に
つ
い
て
様
々
な

観
点
か
ら
議
論
を
重
ね
、
広

域
化
の
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

消
防
・
救
急
行
政
の
広
域

化
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
人
員
配
備
の
効
率

化
、
車
両
や
資
機
材
の
共
有

に
よ
る
消
防
・
救
急
体
制
の

強
化
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
持
続
可

能
な
消
防
・
救
急
体
制
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

消
防
・
救
急
行
政
の
広
域
化

　市では、災害時に自力で避難することが困難
な高齢者や、障がいのある人などを記載した避
難行動要支援者名簿を作成し、地域の避難支援
等関係者に提供することで、災害時の避難支援
や安否確認などに役立てています。新たに要支
援者の対象となった人に申請書を送付しますの
で、名簿への記載を希望する人は期限までにご
提出ください。また、内容変更や申請状況の確
認などは下記へお問い合わせください。
発送日　２月中旬ごろ
提出期限　３月31日
問危機管理課、介護保険課、障がい福祉課、
地域福祉高齢課

避難行動要支援者支援制度を
ご利用ください

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

障
が
い
者

税
金

暮
ら
し

就
労

募
集

健
康

事
業
所
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事
業
所

お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
の

協
力
事
業
者

①
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
事
業
者
を
募
集

　
市
で
は
高
齢
者
公
共
交
通
利
用

促
進
事
業
と
し
て
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
で
使
え
る
利
用
助
成
券
「
お
で

か
け
チ
ケ
ッ
ト
」
の
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
、
こ
の

券
を
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
（
介

護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
含
む
）
な

ど
の
指
定
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

②
ま
ち
な
か
ク
ー
ポ
ン
の
協
賛
店

舗
を
募
集

　
「
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
」
を
配
布

す
る
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
外
出
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
に
同
時

配
布
す
る
「
ま
ち
な
か
ク
ー
ポ
ン
」

の
優
待
サ
ー
ビ
ス
に
来
年
度
協
賛

い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

申
込　
い
ず
れ
も
２
月
29
日
ま
で

に
左
記
へ

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
都
市
計
画
課

タ
ク
シ
ー
な
ど
の

協
力
事
業
者
を
募
集

●
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
券

　
運
転
免
許
証
を
す
べ
て
自
主
返

納
な
ど
し
た
75
歳
以
上
の
市
民
に

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
で
使
え
る
支
援

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
、
こ
の
券
を
扱
え
る
協
力
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
タ
ク
シ
ー
（
介
護
・
福
祉

タ
ク
シ
ー
を
含
む
）
な
ど

申
込　
２
月
29
日
ま
で
に
都
市
計

画
課
へ

※
申
請
条
件
な
ど
詳
細
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
都
市
計
画
課

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策

事
業
者
支
援
給
付
金
（
第
二
期
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
市
内
中
小
事
業
者
へ
、本

市
独
自
の
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
令
和
５
年
12
月
31
日
以
前

に
開
業
し
、
本
市
に
主
た
る
事
業

所
を
有
し
て
い
る
事
業
者
で
、
令

和
５
年
７
月
か
ら
12
月
の
間
で
事

業
に
要
し
た
光
熱
費
ま
た
は
燃
料

費
の
経
費
（
対
象
経
費
）
が
５
万

円
以
上
の
市
内
中
小
事
業
者

交
付
額　
対
象
経
費
の
合
計
額
に

応
じ
て
２
万
円
、
10
万
円
、
20
万

円
の
い
ず
れ
か

申
請　
３
月
15
日
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
申
請
書
な
ど
を
記

入
し
、
必
要
書
類
と
あ
わ
せ
て
左

記
へ
郵
送（
３
月
15
日
消
印
有
効
）

▽
第
一
期
の
交
付
決
定
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、電
子
申

請
も
可
（
要
件
あ
り
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
事
業
者
支
援
給
付
金
等
事
務
局

（
市
役
所
内
▽
☎
53
・
１
１
２
０
）

障
が
い
者

キ
タ
バ
あ
か
み
ね

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

色
々
な
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

対
象　
同
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
る
、
ま
た
は
始
め

よ
う
と
考
え
て
い
る
人

と
き　
２
月
16
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
キ
タ
バ
あ
か
み
ね

定
員　
30
人
（
抽
選
）

申
込　
２
月
９
日
ま
で
に
左
記
へ

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

�
56
・
１
５
９
２
）

キ
タ
バ
あ
か
み
ね
発
表
会
・
作
品
展

　
大
正
琴
や
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
な

ど
各
教
室
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
キ
タ
バ
あ
か
み
ね

●
発
表
会

と
き　
３
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
作
品
展
に
出
展
し
ま
せ
ん
か

と
き　
２
月
26
日
㈪
～
３
月
２
日

㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時

申
込　
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
で
作
品
を
応
募
す
る
人
は

2
月
16
日
ま
で
に
左
記
へ
▽
１
人

１
点
ま
で

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

�
56
・
１
５
９
２
）

講
演
会

キ
タ
バ
あ
か
み
ね
防
犯
訓
練

　
府
警
に
よ
る
特
殊
詐
欺
の
被
害

防
止
に
関
す
る
講
演
会
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
と
そ
の
介
助
者

と
き　
３
月
７
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
キ
タ
バ
あ
か
み
ね

定
員　
30
人
（
抽
選
）

申
込　
３
月
１
日
ま
で
に
左
記
へ

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

�
56
・
１
５
９
２
）

①河内長野市国民健康保険第３期保健事業実
施計画及び第４期特定健康診査等実施計画
　国民健康保険第３期保健事業実施計画（データ
ヘルス計画）は健診や医療のデータ分析に基づく
保健事業の内容やその目的・目標を、第４期特定
健康診査等実施計画は保健事業の中核をなす特定
健康診査・特定保健指導の実施方法や目標等をそ
れぞれ定めたものです。いずれも市国民健康保険
被保険者の生活の質の維持・向上、健康寿命の延
伸、その結果としての医療費適正化に資すること
を目的としています。現在の計画が今年度末で終
了するため、より効果的・効率的に保健事業を実
施するために、次期両計画を一体的に策定します。
�保険医療課

②河内長野市上下水道ビジョンの中間見直し
　2019 年度に策定した河内長野市上下水道ビ
ジョンの中間見直しを行います。
�経営総務課
提出方法　所定の意見提出用紙で①は２月６日～
３月５日に保険医療課へ、②は２月 20 日～３月
19 日までに経営総務課へ
※素案と意見提出用紙は、市役所情報コーナー、
キックス、ラブリーホール、各公民館、各コミュ
ニティセンター、あいっくなどの主な公共施設に
備えています▷結果の公表も同施設および市ホー
ムページで行います▷市ホームページから閲覧し、
意見を入力することもできます▷意見に対する個
別対応はしません。

みなさんのご意見を募集します

 パブリックコメント

コミュニケーション

　
私
は
静
岡
出
身
で
、
２
歳
の
こ

ろ
に
打
っ
た
注
射
が
原
因
で
失
聴

し
ま
し
た
。
ろ
う
学
校
（
現
聴
覚

支
援
学
校
）
で
は
口
話
（
相
手
の

話
す
内
容
を
口
の
動
き
で
読
み
取

る
方
法
）
が
中
心
で
、
先
輩
か
ら

手
話
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
卒
業
後
は
大
阪
で
就
職
し
筆

談
や
口
話
、身
振
り
手
振
り
や
指

差
し
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
職
場
の
理
解

も
あ
り
、
60
歳
ま
で
勤
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
今
で
も
ま
だ

ま
だ
ろ
う
者
の
働
く
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
孤
立
し
て
い
る

ろ
う
者
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た

こ
と
や
、
私
の
よ
う
な
地
方
出

身
者
が
地
域
に
よ
る
手
話
の

違
い
で
困
惑
し
た
経
験
な
ど
か

ら
、
ろ
う
団
体
（
河
内
長
野
市

身
体
障
害
者
福
祉
会 

聴
言
部

会
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
ろ
う
者
同
士
の
親
睦

を
深
め
た
り
、積
極
的
に
社
会

参
加
で
き
る
よ
う
、
手
話
サ
ー

ク
ル
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
聞
こ
え
る
人
と
交
流
し

て
手
話
を
広
め
る
活
動
な
ど
も

し
て
い
ま
す
。

　

先
日
も
大
き
な
地
震
が
あ

り
ま
し
た
が
、
災
害
時
や
緊

急
時
に
は
耳
か
ら
情
報
が
入

っ
て
こ
な
い
た
め
、避
難
な
ど

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の

た
め
、職
場
や
色
々
な
活
動
で

仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
、
常
日
頃
か
ら
仲

間
と
情
報
を
取
り
あ
っ
た
り
、

ご
近
所
に
顔
を
知
っ
て
い
て

も
ら
え
る
よ
う
に
お
付
き
合
い

も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た

ら
ど
ち
ら
に
逃
げ
る
の
か
分
か

り
に
く
く
、
避
難
所
で
も
、
注
意

事
項
や
お
知
ら
せ
な
ど
は
声
で

伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
困

惑
す
る
と
、ろ
う
者
の
仲
間
か
ら

聞
き
ま
し
た
。
目
で
見
て
分
か
る

よ
う
に
身
振
り
手
振
り
で
伝
え

る
、紙
や
ボ
ー
ド
に
文
字
を
書
い

て
提
示
す
る
な
ど
の
配
慮
や
、で

き
れ
ば
手
話
通
訳
を
入
れ
て
も

ら
え
る
と
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

　
ろ
う
者
が
社
会
参
加
し
や
す
い

よ
う
、
ろ
う
者
の
で
き
な
い
こ
と

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
や
す
い
方
法
な
ど
を
知
っ
て
く

れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

※ろう者=聴覚に障がいのある人のうち、
手話を意思疎通の手段として用いる人

ろう者の社会参加のために
坪井さん

8

両手をつなぐよう
ににぎり、胸の前
で水平に回す

仲間

相 

談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

障
が
い
者

税
金

暮
ら
し

就
労

募
集

健
康

事
業
所
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就

労

会
計
年
度
任
用
職
員

試
験
日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
申

し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。

本
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

の
任
期
で
、
勤
務
成
績
な
ど
に
よ

り
任
期
更
新
（
上
限
あ
り
）
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

業
務
内
容
な
ど

左
ペ
ー
ジ
表
の

と
お
り

申
込

２
月
１
日
～
８
日
に
写
真

付
き
の
履
歴
書
１
通
を
持
っ
て
人
事

課
（
市
役
所
業
務
時
間
中
）へ
▽
郵

送
可
（
履
歴
書
に
申
込
業
務
内
容

を
記
入
し
て
２
月
６
日
消
印
の
も
の

ま
で
受
付
）
▽
※
１
は
受
付
時
に
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
、
※
２
は

職
務
経
歴
書
も
必
要
。

※
免
許
・
資
格
が
必
要
な
業
務
は
、

面
接
試
験
時
に
そ
の
原
本
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
報
酬
額
は
新
規
採
用
者
の
予
定

支
給
額
で
あ
り
、
今
後
変
更
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
▽
人
事
課
で
も
配
布
し
ま
す
。

�
人
事
課

放
課
後
児
童
会
支
援
補
助
職
員

●
会
計
年
度
任
用
職
員
（
春
休
み

短
期
採
用
）

内
容

放
課
後
児
童
会
支
援
補
助

業
務

資
格

子
ど
も
の
育
成
支
援
に
つ

い
て
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人（
大

学
生
可
）

勤
務
日

３
月
18
日
～
４
月
８
日

午
前
８
時
～
午
後
６
時
の
間
の
２

～
６
時
間
（
日
曜
日
を
除
く
）

募
集
人
数

10
人

時
給

１
２
０
５
円

申
込

写
真
付
き
の
履
歴
書
１
通

を
２
月
17
日
ま
で
に
直
接
左
記
へ

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

就
労
相
談
会

就
職
・
転
職
に
不
安
や
悩
み
を

持
つ
人
を
対
象
に
、
専
門
の
相
談

員
が
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象

求
職
中
の
人
、
転
職
を
目

指
す
人
、
在
学
中
で
就
職
活
動
中

の
人
な
ど（
家
族
の
み
の
相
談
も
可
）

と
き

２
月
29
日
㈭
①
午
前
10
時

～
、
②
午
前
11
時
～
、
③
午
後
1

時
～
、
④
午
後
2
時
～
、
⑤
午
後

3
時
～
、
⑥
午
後
4
時
～
（
各
１

人
50
分
程
度
）

と
こ
ろ

市
役
所

定
員

６
人
（
先
着
順
）

申
込

２
月
５
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

※
仕
事
の
斡
旋
や
紹
介
は
行
い
ま

せ
ん
。

�
（
一
社
）
大
阪
青
少
年
支
援
機

構
ポ
ラ
リ
ス
（
☎
26
・
９
４
４
１
）

　12 月 22 日、株式会社コノミヤから 28 万
1,820 円の寄付がありました。女子サッカーチー
ム「スペランツァ大阪」とのホームタウン契約や、
下里人工芝球技場のネーミングライツを通じて
培った関係で寄付されたものです。寄付金は、
主にごみの減量化・資源化および適正処理の推
進など、本市の環境施策のために活用します。

コノミヤから寄付金

●カイゴのしごとは休めへん・お給料安い・すぐ
辞めるってホント？
　職員さんの声とデータから、柔軟な働き方や負
担を減らす工夫などに取り組んでいる現場を知っ
てもらうための動画を配信していま
す。右記ＱＲからご覧ください。
�大阪福祉人材支援センター

（☎06-6762-9006）

介護の仕事魅力発信動画を公開
「のぞいてみましょカイゴのホント」

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

障
が
い
者

税
金

暮
ら
し

就
労

募
集

健
康

事
業
所

業務内容 応募資格 勤務日 募集
人数 更新

給与
試験

報酬 期末勤勉
手当

消費生活センター
消費生活相談及び
消費生活行政業務

次の全ての条件を満たす人
①消費生活相談員、消費生活専
門相談員、消費生活アドバイザ
ー、消費生活コンサルタントの
いずれかの資格を持つ人
②パソコン操作ができ、かつ普
通自動車運転免許を持つ人

週３日（月～金のうち指定する日
▷土・日・祝日に勤務する場合あり）

（指定する時間帯のうち７時間）
１ 無 月額

136,300 円 有 面接

介護保険にかかる要介
護等の認定調査事務

次の全ての条件を満たす人
①介護支援専門員資格を持つ人
②普通自動車運転免許を持つ人

週 5 日（月～金）
（指定する時間帯のうち7 時間30 分） ２ 有 月額

211,900 円 有 面接

国民健康保険
レセプト点検等業務

パソコン操作ができ、病院や健
康保険組合・市役所にて 2 年以
上診療報酬明細書点検業務に従
事した経験がある人

週 5 日（月～金）
（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分） 1 有 月額

183,800 円 有
１次

専門筆記
２次
面接

聴覚障がい者福祉指
導業務

次の全ての条件を満たす人
①手話通訳士または大阪府手話通
訳者のいずれかの資格を持つ人
②普通自動車運転免許を持つ人

週５日（月～金）
（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分） １ 有 月額

211,900 円 有 面接

障がい福祉関係業務

次の全ての条件を満たす人
①精神保健福祉士の資格を持つ人
②精神科病院または障がい者施設
等において、精神障がい者の相談業
務に５年以上従事した経験を有する
人
③普通自動車運転免許を持つ人

週５日（月～金）
（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分） １ 有 月額

211,900 円 有

１次 
専門筆記

2 次
面接

情報化推進業務
次の全ての条件を満たす人
①パソコン操作ができること（ワー
ド、エクセル、ネットワーク設定）
②普通自動車運転免許を持つ人

週 5 日（月～金）
（指定する時間帯のうち 6 時間 15
分）

１ 有 月額
153,100 円 有 面接

教育施設営繕業務
次の全ての条件を満たす人
①営繕業務の経験がある人
②普通自動車免許を持つ人

週 5 日（月～金）
（指定する時間帯のうち 7 時間 15 分） ２ 有 月額

184,400 円 有 面接
実技

ゆう☆ゆうスペース
( 学びの多様化教室 )
学校支援不登校等指
導業務

精神保健福祉士の資格または小
中学校教員免許を持つ人

週５日（月～金）
（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分） １ 有 月額

190,700 円 有 面接

学校給食センター
給食食材検品、検収
業務及び一般事務補
助業務

栄養士資格を持つ人
給食実施日187 日を含む年間 200 日

（月～金）
（指定する時間帯のうち 7 時間 45 分）

２ 有 月額
156,900 円 有 面接

中学校学校管理業務 なし 年間 227 日（月～金）
（指定する時間帯のうち 7 時間 45 分） ３ 有 月額

178,100 円 有 面接

中学校学校管理業務
（短時間） なし 年間 100 日（月～金）

（指定する時間帯のうち 3 時間） 1 有 時間額
1,722 円 無 面接

中学校（硬式テニス）
部活動指導業務

学校の部活動や地域のスポーツ
クラブ等での指導経験のある人 週1～ 6日（月～日のうち指定する日） １ 有 時間額

1,600 円 無 面接

滝畑ふるさと文化財の森
センター管理運営業務

普通自動車運転免許を持つ人
※２職務経歴書も必要

週３日（休館日以外で指定する日▷夜
間勤務あり）

（指定する時間帯のうち 7 時間 45 分）
１ 有 月額

113,900 円 有 面接
実技

図書館管理運営業務 司書資格を持つ人
週 5 日（月～日のうち指定する日▷
夜間勤務あり）

（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分）
3 有 月額

183,800 円 有 面接

公民館関係業務
公民館講座の企画、チラシのデザ
イン、パソコン操作ができ、窓口
応対の経験を有する人
社会教育士の資格があれば尚可

週５日（火～日のうち指定する日）
（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分） １ 有 月額

183,800 円 有

１次 ※１
エントリー
シート選考

２次
面接

市民交流センター
管理運営業務

窓口応対やシステム操作の経験
を有し、くろまろ塾本部講座の
企画、SNS やウェブサイトの運
営ができる人

週 5 日（火～日のうち指定する日▷
夜間勤務あり）

（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分）
１ 有 月額

190,700 円 有 面接

放課後子どもプラン
管理運営業務

次の全ての条件を満たす人
①放課後児童会業務や、青少年を対
象とした事業の企画立案ができる人
②パソコン操作ができる人
③普通自動車運転免許を持つ人

週 5 日（月～土のうち指定する日）
（指定する時間帯のうち 7 時間 30 分） 1 有 月額

183,800 円 有 面接
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